
次　回
９月12日の
例　会

　皆様こんにちは。
　田代宮司様は、６月22日に富士山世界文化遺産の登録が決まってから、大変お忙
しいことと存じますが、かつ、登山シーズンであるにもかかわらず、例会にお越し
いただきまして誠にありがとうございます。
　富士山周辺には、信仰・芸術の遺産群が沢山ありますが、北駿地域では皆さんもご承知のとおり、
須走にあります冨士浅間神社だけが構成資産となりました。田代宮司様の卓話を楽しみにしておりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。
　さて、８月24日の富士山一斉清掃には、大勢の方にご参加いただき大変ありがとうございました。
社会奉仕委員会の皆様方はご苦労様でした。
　８月28日から９月１日は「天地始粛」（てんちはじめてさむし）と云われ、夏の暑さが少しずつ和
らいでくる頃で、雲の形などもわずかに秋の気配を感じさせ、秋雨前線によって大陸の冷たい空気が
運ばれてきて、北の方では急速に季節が移り変わってまいります。
　９月１日は雑節の二百十日ですが、台風15号は明後日には日本列島を襲う勢いで進
んできております。今年は暑かったせいか、稲穂の丈が例年よりも長く伸び、実もつ
き始めて、穂がだいぶ垂れてきております。台風にみまわれますと、稲穂が倒され稲
刈りが大変になるのではないかと気がかりです。メンバーの中には稲作をされている
方々がおられますが、いかがでしょうか。
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週報
●例　会　場／ホテル御殿場館21
●開 会 点 鐘／12：30　●国 歌 斉 唱
●ロータリーソング／四つのテスト
●内　　　容／クラブ協議会（第２回）全員

●会員誕生日／９月６日　豊山徹也君
　　　　　　　９月９日　長田吉弘君
●夫人誕生日／９月９日　菅沼　久君　ご夫人　久代様
●結婚記念日／９月５日　望月　茂君　奈保美様　ご夫妻
　　　　　　　９月９日　長田吉弘君　まゆみ様　ご夫妻
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Engage Rotary Change Lives
ロータリーを実践し　みんなに豊かな人生を
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★12 ： 30点鐘
★名鉄菜館
★新世代のための月間に因んで
　～｢町の教育現場の現状と課題｣～
　小山町教育長　天野文子様

59名 57名 49名 85.96％ 97.92％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

前々回の
確定出席率

欠席者（８名）

藤田昇司君・井口俊靖君・井上　元君 
勝又　厚君・水口正宏君・嶋田泉太郎君
鈴木崇司君・若林洋平君
 

8/29の出席報告 ※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。
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8/8のメーキャップ 8/29のスマイル

　私は、平成23年７月10日付で宮司になったばか
りでありますので、あまり古いことについては詳し
くありませんが、お話をさせていただきます。
須走冨士浅間神社の由来について
　平安時代初期、延暦21年（802年）に富士山東
脚が噴火。時の国司は、逃げ惑う住人のために鎮火
の祈願を行うよう、富士山東面・須走に斎場を設
け、鎮火祭を斎行し、同年の初申の日に噴火がおさ
まった。
　これにより鎮火祭の跡地・現在の社殿の地に神を
祀り、同年４月初申の日を例祭日に定めたと伝えら
れています。江戸時代には富士山東口（須走口）登
山道本宮として須走の宿場町と共に、江戸庶民の信
仰・富士講の登拝者たちで栄え賑わったということ
です。去る平成19年には御鎮座1200年の佳節を迎
え、式年大祭が斎行されました。
　主祭神は木花咲耶姫命であり、鎮火の神としてだ
けでなく、縁結び・子授け・安産・子育ての守護神
として信仰を集めています。

富士山世界文化遺産登録について
　御殿場・小山地域では、須山口登山道（御殿場口
五合目）、須走口登山道とともに、冨士浅間神社が
今年の６月に富士山世界文化遺産の１つとして登録
をされまして、これは富士山信仰の対象および芸術
の源泉として捉えられているものであります。大変
名誉なことであり、ますますこれからもこのことを
守り育てていかなければなりませんが、ある面では
難しいこともあります。例えば神社の敷地内を改築
あるいは改修するには、文化庁の許可が必要であ
り、勝手に行うことはできないという規制がかけら
れているというようなことです。
富士講について
　江戸時代から昭和初期にかけて、関東中心に流行
した庶民の信仰で、富士山を信仰する宗教団体であ
ります。富士講の富士山登拝により、東口（須走
口）本宮である当社や須走宿も栄え賑わいました。
特徴として、「月大神」「７富士巡り」などの行事の
ほか、神社等の境内に人工の山や丘（富士塚）を築
き、富士山に見立てて登ることで、当時は大変困難
であった富士登山を誰もが行えるようにしたり、富
士山の開山に合わせて「お山開き」などの祭礼を行
うことなどが挙げられます。
　富士山の所有について裁判の結果、八合目以上は
浅間神社のものと判決が下りました。しかし山梨県
側と静岡県側の静かな競い合いは続いており、これ
はこれからも続いていくものと思われます。

世界遺産構成資産・須走冨士浅間神社の由来

富士山東口本宮
須走冨士浅間神社　宮司

田 代 隆 明 氏

ソングリーダー
秋田悦夫君

出席報告　林　則夫君
誕生日（左から）
渋谷　一君
臼井良太君

司会　池谷正徳君

８月24日（土）の富士山一斉清掃
には多数の会員の皆様にご参加頂
き、ありがとうございました。
雨もさけてくれました。久しぶり
にすばらしい雲海を見ることがで
きました。社会奉仕委員会一同
 


